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1. 背景・目的

（１）まちづくり基本計画策定の背景・目的

奈良県川上村は、県東南部の中山間地域に位置し、奈良県から和歌
山県に流れる吉野川・紀ノ川の源流の村（水源地の村）である。

川上村は、吉野林業の中心地として発展し、今も村の基幹産業は林業
であるが、農林業の長引く低迷や、ダム建設事業による離村、少子高齢化
等によって過疎化が進み、昭和30年をピークに一貫して人口減少が続いて
いる。

そのような状況下にあって川上村における郷（まち）づくりは、平成６年
度から『水源地の村づくり』をコンセプトとして樹・水・人の共生する環境をめ
ざした取組みをスタートさせており、平成27年度からの10年間を計画期間と
する第５次総合計画においては、『都市にはない豊かな暮らしの実現』を掲
げて、より具体的なプロジェクトが「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成
27年１月）に基づいて動き出している。

本計画の対象区域である『西部産業・観光拠点周辺地区』では、基幹
産業である林業の振興を目指して組成された「一般社団法人吉野かわか
み社中」 が中心となり、木材生産（川上）をはじめ、製材・加工・流通
（川中）、販売（川下）までの一貫した仕組みづくりに取組んでいる。
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事業実施
（川上村）

事業実施（奈良県）

事業実施（川上村）

西部産業・観光拠点周辺地
区まちづくり基本計画の検討
• 各事業の内容、事業手法、

事業主体等を記載するまち
づくり基本計画の検討

• まちづくりを推進する体制の
醸成

• 関係機関等との協議・合意
形成

東部暮らしの拠点周辺地区ま
ちづくり基本計画の検討

西部産業・観光拠点周辺地
区まちづくり基本構想の検討
• まちづくりのコンセプトや基本

方針、基本となる取組み等
を記載するまちづくり基本構
想の検討

• まちづくりの課題や考え方に
ついての共通認識化、機運
の醸成

• 関係機関等との調整

東部暮らしの拠点周辺地区ま
ちづくり基本構想の検討

また、村外と交流しやすいこの地区は、村内でも居住者の多い集落で構
成されており、木材加工をはじめとする事業の立地や、アーティスト、職人等
の集積、公有資産や観光資源の有効活用を図ることなどで、村域の玄関
口としてのポテンシャルを高め、一体的な西部地区の集落ネットワーク圏を形
成することが期待されている。

川上村では、このような動きや課題を踏まえ、村内における持続的発展や
活性化を企図した郷（まち）づくりの推進に資するため、奈良県と川上村
で平成29年にまちづくりに関する包括協定を締結し、西部地区において地
域の資源を活かした産業・観光・移住拠点を創出することを目指した『西部
産業・観光拠点周辺地地区まちづくり基本構想』（平成30年10月18
日）を策定したところである。

本計画は、このまちづくり基本構想の実現に向けて必要な取組みを具体
的に検討・協議し、基本的な方向性や取組むべき事業についてとりまとめ、
『東部暮らしの拠点周辺地区』とともに２つのネットワーク圏の形成による『都
市にはない豊かな暮らしの実現』を目指して策定するものである。

 奈良県との連携協定の流れ・進め方
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２. まちづくり基本計画の位置づけ

「都
市
に
は
な
い
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

①村民が住み続けられる環境づくりを推進し、転居しな
い、村に住み続けられる村づくりを進めるとともに、

②「村外に転居した子ども・孫のUターン」および「都市部
からのIターン」を毎年3 世帯確保し、

③世帯人員4名を実現できる子育て環境づくりについて
官民一体となって取り組む

１．住宅総合プロジェクト

２．東部地区暮らしがつづく集落づくりプ
ロジェクト

３．オール川上観光交流推進プロジェクト

４．川上 ing （かわかみんぐ） 作戦

５．吉野かわかみ社中

６．源流アカデミープロジェクト

７．しごと応援プロジェクト

８．キラリと光る子育て・教育プランと地域ぐる
みのサポートづくりプロジェクト

９．健康で元気な暮らしとコミュニティづく
りプロジェクト

 きれいな水環境づくり

 環境づくり

 地区カルテづくり

 暮らしの拠点づくり

 ふる里の味づくり

 教育カリキュラムづくり

 地域ぐるみのサポートづくり

 住まいづくり

 福祉のサブ拠点づくり

 地域ケア会議づくり

 林業・木材業再生

 川上産吉野材の循環づくり

 元気な地域産業づくり

 健康と旨処巡り

 水源地街道寄り道処案
内所づくり

第５次川上村総合計画 2015年度～2024年度
川上村まち・ひと・しごと創生総合戦略

2015年度～ 2020年度

西部産業・観光拠点周辺地区
 にぎわいと仕事の郷（まち）づくり

まちづくり包括協定
2017.2.16

東部暮らしの拠点周辺地区
 暮らしつづける郷（まち）づくり

環境プラン

コミュニティプラン

子育てプラン

福祉プラン

産業プラン

観光プラン

まちづくり基本協定
2018.10.18

東部暮らしの拠点周辺
地区まちづくり基本構
想

西部産業・観光拠点
周辺地区まちづくり基
本構想

東部暮らしの拠点周辺
地区まちづくり基本計
画

西部産業・観光拠
点周辺地区まちづく
り基本計画



西部産業・観光拠点周辺地区
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まちづくり基本計画の対象地区は、下記のとおりです。

３. 対象地区

《郷(まち)づくりのコンセプト》

「地域の資源を活かした」産業・観光・移住拠点を創出する



1.既存施設の整備・強化による、域内で
生産性の高い仕事を生み出す『産業創
造ゾーン』の形成

4.産業と観光、暮らしを結び、「村外か
ら稼ぐ力づくり」を支える『交通・物流
ネットワーク』の形成

3.地域を魅力をアピールする２つの『観
光拠点』の育成・強化と、拠点間のネッ
トワーク化

2.担い手人材を育み、多様なコミュニ
ティづくりを促す『暮らし・交流拠点』の
形成

基本方針

インフラの整備

住まいの拡充

観光施設の拡充

仕事の創出
 波津集落活性化事業

• 仕事のできる場と暮らしの提供

 「匠の聚」交流連携促進事業分野・領域を超えた交流・連携

 木匠館再整備事業
• 源流アカデミーの整備・運営

 家族向け住宅整備事業等
• 村外流出抑止（村内外からの移住促進）、転居元集落活
力維持

 保育園並びに義務教育学校施設整備事業、施設周辺の環
境整備事業
• 12年間を通じた心身育成

 「西部暮らしの拠点」機能の形成事業
• 子どもから大人までの「居場所」づくり、地域ぐるみサ
ポート

 土倉翁を核とした拠点空間整備事業
•滞留促進と情報発信

 吉野川沿いの水辺空間整備事業
•集客・滞在・回遊の促進

 大滝ダムを核とした環境整備事業
•ダム周辺の魅力・アクセスの向上

 エコツーリズム、インフラツーリズム等との連携によ
る観光振興事業

 国道１６９号から産業創造ゾーンへのアクセス向上

 再生可能エネルギーと地域デジタル化への

取り組みについて

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
実
現

地区の課題

産業や郷（まち）づくりの担い手人
材の確保

異業種連携等による新たな技術や
考え方の導入（林業・木材業に関連する
施設・機能の強化・活用）

地区内での滞在型交流の拡大と消
費促進（大滝集落周辺における地域資源
の有効活用及び大滝ダム周辺の観光利
用の一層の推進）

所得の向上と生活環境の充実（人口
の定着に向けた仕事と生活の双方の魅力
発揮）

支えあい、住みつづけられる関係性
づくり

まちづくりの取り組みの方向性

基本計画

多様な関係性を築き、活かす

ひとと暮らしを守り、育む

交流・連携で価値を創り、広げる

川上の魅力を磨き、接点を増やす

基盤を整え、活動を支える

 アーティスト等の創造的な人材の誘致

 人材の多面的な活用

 事業の承継・創発等に資する人材の育成

 村内で家族が暮らし続けることのできる条件整備

 子どもたちの育成と子育て世代の負担軽減

 多様な人材の交流する機会の創出

 楽しく、豊かに暮らすことのできる環境の形成

 歴史や環境を活かした新たな観光市場の開拓、需要の創造

 吉野川を活かした魅力づけ

 物流トラックや観光バス等が安全・円滑に通行できる環境
（アクセス）整備

 幹線道路を補完する道路機能の充実（生活・事業活動の継
続性の確保）

 にぎわい拠点づくり
•複合交流施設、物流拠点施設、地域商社機能

・地域コミュニティ支援等の展開
・西部地区ならではの「小さな拠点」機能の形
成
・交通・物流ネットワークの改善・強化

・観光価値の創出と回遊動線の魅力化
・交通・物流ネットワークの改善・強化

・人材の誘致、人材の教育・養成の形成
・多様なニーズに応じた住まいの整備・供給
・起業やイノベーションを支える環境の形成

・起業やイノベーションを支える環境の形成
・西部地区ならではの「小さな拠点」機能の形
成
・地域コミュニティ支援等の展開

・人材の誘致、人材の教育・養成の形成
・交通・物流ネットワークの改善・強化
・起業やイノベーションを支える環境の形成

基本構想

4. まちづくり基本計画の取組みの体系

5
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4. まちづくり基本計画の取組みの体系

展開1.多様な関係性を築き、活かす

展開4.川上の魅力を磨き、接点を増やす

展開2.ひとと暮らしを守り、育む

展開3.交流・連携で価値
を創り、広げる

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
実
現

計画1.「匠の聚」を核とした
集落づくり

1-1.波津集落活性化事業

1-2.「匠の聚」交流連携促進事業

計画2.源流アカデミー構想の
推進

2-1.木匠館再整備事業

2-2.施設運営事業

計画3.村内転居の仕組みづくり

3-1.家族向け住宅整備事業

3-2.転居元の資産活用と活力維持

事業

計画4.人材を育む環境づくり

4-1.保育園並びに義務教育学校
施設整備事業

4-2.施設周辺の環境整備事業

計画5.暮らしサポートの推進

5-1.「西部暮らしの拠点」機能の形
成事業

計画6.にぎわい拠点づくり

6-1.複合交流施設の整備事業

6-2.物流拠点機能の整備事業

6-3.地域商社機能の形成事業

計画7.大滝集落の水辺整備

7-1.土倉翁を核とした拠点空間
整備事業

7-2.吉野川沿いの水辺空間整備

事業

計画8.大滝ダムの周辺整備

8-1.大滝ダムを核とした環境整備
事業

計画9.観光コンテンツの創出・活用

9-1.エコツーリズム、インフラツーリズ
ム等との連携による観光振興事業

展開5.基盤を整え、
活動を支える

産業面での機能
連携、人材交流

教育・ノウハウ等の機能連携、人材交流

西
部
地
区
小
さ
な
拠
点
形
成

産業と観光のつながりの強化

大
滝
観
光

基本方針1
既存施設の整備・
強化による、域内
で生産性の高い
仕事を生み出す
『産業創造ゾー
ン』の形成

基本方針4
産業と観光、暮らしを結び、「村外
から稼ぐ力づくり」を支える『交
通・物流ネットワーク』の形成

基本方針3
地域の魅力をア
ピールする２つの
『観光拠点』の育
成・強化と、拠点間
のネットワーク化

基本方針2
担い手人材
を育み、多
様なコミュ
ニティづくり
を促す『暮
らし・交流拠
点』の形成

計画11．再生可能エネ
ルギーと地域デジタル化
への取り組み

計画10．国道１６９号
から産業創造ゾーンへの
アクセス向上



5. 事業計画

展開方針 計画 事業名 事業内容

ハ
ー
ド
事
業

ソ
フ
ト
事
業

事業主体 事業手法
計画
期間

令和２
年度
(2020)

令和３
年度
(2021)

令和４
年度
(2022)

令和５
年度
(2023)

令和６
年度
(2024)

令和７年度
(2025)

以降
(中・長期）

『産業創造』ゾーンの形成

展開1

多様な
関係性
を築き､
活かす

1.匠の聚
を核とし
た集落づ
くり

1-1.波津集落活性
化事業

「匠の聚」の立地と集落内の低
未利用の土地・建物の有効活
用による、アーティスト・デザイ
ナー等の誘致

〇 村
中・長
期事
業

1-2.「匠の聚」交流
連携促進事業

各種施設・機能、人材、集落
等との間の交流・連携による、
村全体の産業や暮らしの高度
化・高付加価値化

〇

村/ｸ゙ﾘー ﾝ

ﾊ゚ ｸーかわ
かみ

中・長
期事
業

2.源流ア
カデミー
構想の
推進

2-1.木匠館再整備
事業

「源流アカデミー構想」の推進、
産業創造複合施設としての再
整備

●
村/かわか
み社中

中・長
期事
業

2-2.施設運営事業

新たな機能の多面的活用によ
る既存産業の高付加価値化
や新しい仕事・事業の創発など
に資する人材・機会・アイデア
等の輩出

〇
村/かわか
み社中

中・長
期事
業

『暮らし・交流拠点』の形成

展開2

ひとと暮
らしを守
り､育む

3.村内転
居の仕
組みづく
り

3-1.家族向け住宅
整備事業

旧若竹寮における、村内外か
らの移住者を対象とした定住
促進住宅の整備・供給

● 村/県
短・中
期事
業

3-2.転居元の資産
活用と活力維持
事業

転居する人たちの「元の住宅」
等の有効活用による、集落の
活性化につながる仕組みづくり

〇 村
中・長
期事
業

4.人材を
育む環
境づくり

4-1.保育園並びに
義務教育学校
施設整備事業

保・小・中の12年間を通して、
心身ともに優れた子どもたちの
育成を図るための施設整備

● 村
短期
事業

4-2.施設周辺の環
境整備事業

アクセス整備による登下校・送
迎等における安全性の確保、
白倉会館の活用等による地域
に開かれた教育施設としての機
能発揮

● 村
短期
事業

5.暮らしサ
ポートの
推進

5-1.「西部暮らしの
拠点」機能の形
成事業

教育施設や白倉会館などの利
活用による西部地区版「小さ
な拠点」の形成

〇 村
短・中
期事
業

機運醸成 / 調整 / 制度設計
試行的な運用
検証・見直し 本格運用

産業連携、村内転居など
による関係性の深化

設計(基本・実施)
土地購入

1期工事／入居開始
交差点改良 2期設計

2期工事／
入居開始

スキーム等の検討
入居条件等の整備

転居元物件の活用
各集落の活性化推進

県フォレストアカデミーとの調整
建物活用方法の判断

カリキュラム、運営方法
等の検討

調査 設計/工事

運営準備
（事務局、
講師等）

受講生募
集／開校
連携・活用

設計
解体

仮校舎
新校舎工事 開校

協議･検討
方針決定

実施設計
環境整備
（工事）

（展開）

機能検討
関係協議 体制構築 住民サービス提供／充実

7

「匠の聚」連携イベント実施



5. 事業計画

展開方針 計画 事業名 事業内容

ハ
ー
ド
事
業

ソ
フ
ト
事
業

事業主体 事業手法
計画
期間

令和２
年度
(2020)

令和３
年度
(2021)

令和４
年度
(2022)

令和５
年度
(2023)

令和６
年度
(2024)

令和７年度
(2025)

以降
(中・長期）

展開3

交流･連携で
価値を創
り､広げる

6.にぎわい
拠点づく
り

6-1.複合交流施設
の整備事業

来た人が地域とつながる（住
民が村外の人と交流する）こ
とのできる複合交流施設の整
備（林業資料館跡地）、周
辺環境の整備（交差点改良、
歩道橋の更新）

● 〇 村
短 期
事業

6-2.物流拠点機能
の整備事業

「かわかみらいふ号」の西部地
区における活動拠点や「小さ
な拠点」としての機能を備えた
物流拠点機能の整備（旧観
光案内所の活用等）

● 〇

村 /かわ

かみらい
ふ

短 期
事業

6-3.地域商社機能
の形成事業

連携促進、起業・事業承継
等の支援、川上メイドの商品
などの販促・マーケティング、域
外経済圏との交流、雇用創
出などを担う地域商社機能の
形成

〇

村 /かわ

かみらい
ふ

短・中
期 事
業

『観光拠点』の育成・強化と、拠点間のネットワーク化

展開4

川上の魅
力を磨き､
接点を増
やす

7.大滝集
落 の 水
辺整備

7-1.土倉翁を核とし
た拠点空間整
備事業

磨崖碑のビュースポットとしての
SS跡地の整備・活用による、
土倉翁関連情報の発信、国
道169号における歩行者の安
全性の確保

● 村/県
短 期
事業

7-2.吉野川沿いの
水辺空間整備
事業

水や歴史に親しみ、散策等を
楽しめる水辺動線、管理用道
路の観光活用の可能性などの
検討

● 村
短・中
期 事
業

8.大滝ダ
ム の 周
辺整備

8-1.大滝ダムを核と
した環境整備
事業

大滝ダム関連施設の観光コン
テンツとしての魅力向上、集客
資源としての積極的な活用
（駐車場・広場・歩行者路等
の再整備、サイン設置、修景
整備等）

● 村
短 期
事業

9.観光コ
ンテンツ
の創出・
活用

9-1.エコツーリズム、
インフラツーリ
ズム等との連携
による観光振興
事業

地域資源の発掘・活用・ネット
ワーク化などによる、拠点整備
と合わせた新たな観光コンテン
ツの創出

〇
村 /観光
事業者

短・中
期 事
業

8

設計
(基本・
実施)
交差点
改良

工事 体制準備／運営
方針決定

調査

機能充実
方針決定

改修等

機能検討
関係協議

体制構
築

事業開始(サービス提供)／
充実

国道169号歩道整備

SS跡地の工事

関係者協議・調整

方針決定
管理用道路の改修・活用

水辺動線の整備

調査･調整
実施設計

改修・利用促進
整備拡充 サイン設置

合意形成・体制構築 ⇒ 調整・協議 ⇒ 観光商品の提供 ⇒ 連携の展開

設計 工事／運営

設計

設計

観光振興イベントの実施

拠点空間
整備



5. 事業計画

展開方針 計画 事業名 事業内容

ハ
ー
ド
事
業

ソ
フ
ト
事
業

事業主体 事業手法
計画
期間

令和２
年度
(2020)

令和３
年度
(2021)

令和４
年度
(2022)

令和５
年度
(2023)

令和６
年度
(2024)

令和７年度
(2025)

以降
(中・長期）

『交通・物流ネットワーク』の形成

展開5

基盤を整
え､活動を
支える

10.国道１６９号から
産業創造ゾーンへのアクセス向上

産業創造ゾーンへのアクセス向
上を図るため、狭隘な区間の
改良等による安全性の向上、
吉野川架橋の新規整備等の
検討

● 村/県
中・長
期 事
業

１１．再生可能エネルギーと
地域デジタル化への取り組み

小水力発電やバイオマス発電
等の推進・研究
村ホームページやケーブルテレビ、
携帯アプリを活用し、防災や行
政、生活情報など、住民に身
近な情報提供を図る
次世代通信技術の活用

● 村
中・長
期 事
業

9

推進・研究

デジタルを活用した情報提供

アクセス向上を図るための
検討・協議・調査



《郷(まち)づくり基本方針》

連携推進区域

やまいき商店等

旧林業資料館跡地

あきつの小野
スポーツ公園

蜻蛉の滝

林業総合センター

土倉庄三郎
翁銅像

土倉翁造林頌徳
記念岸壁碑文

学べる防災ステーション

吉野川右岸の景観整備（植栽）

大滝ダム周辺の景観整備（植栽）

おおたき龍神湖の湖面
利用の促進

ダイナミック広場の有効活用

【計画3】 村内転居の仕組みづくり

3-1.家族向け住宅整備事業

【計画8】 大滝ダムの周辺整備

8-1.大滝ダムを核とした環
境整備事業

【計画7】 大滝集落の水辺整備

7-1.土倉翁を核とした拠
点空間整備事業

【計画10】 国道１６９号から産業創造ゾーンへのアクセス向上

【計画6】 にぎわい拠点づくり

6-1.複合交流施設の整備事業

【計画2】 源流アカデミー構想の推進

2-1.木匠館再整備事業
2-2.施設運営事業

西河暮らし・交流拠点

大滝ダム観光拠点

東川産業創造ゾーン

【計画1】 「匠の聚」を核とした集落づくり

1-1.波津集落活性化事業
1-2.「匠の聚」交流連携促進事業

10

６. まちづくり基本計画図

木工センター（吉野杉工房）

【計画4】 人材を育む環境づくり

4-1.保育園並びに義務教
育学校施設整備事業

川上さぷり

図示以外
【計画9】 観光コンテンツの創出・活用

9-1.エコツーリズム、インフラツーリズ
ム等との連携による観光振興事業

保育園並びに
義務教育学校施設

白倉会館

水辺動線

磨崖碑ビュースポット等の整備

1. 既存施設の整備・強
化による、域内で生
産性の高い仕事を
生み出す『産業創造
ゾーン』の形成

4.産業と観光、暮らし
を結び、「村外から稼
ぐ力づくり」を支える
『交通・物流ネットワー
ク』の形成

3.地域の魅力をアピー
ルする２つの『観光拠
点』の育成・強化と、拠
点間のネットワーク化

2.担い手人材を育み、
多様なコミュニティづく
りを促す『暮らし・交流
拠点』の形成

インフラの整備

住まいの拡充

観光施設の拡充

仕事の創出

吉野川

音無川

ヘリポート

1000 200 300 400 500m

取組みに係る主な資源

⇒整備・活用

⇒連携施設等

⇒主要な既存資源

道路等の整備（アクセス向
上、ネットワーク強化等）

連携推進区域

【計画7】 大滝集落の水辺整備

7-2.吉野川沿いの水辺空
間整備事業

大滝観光拠点

【計画6】 にぎわい拠
点づくり

6-2.物流拠点機
能の整備事業

6-3.地域商社機
能の形成事業

【計画5】 暮らしサポー
トの推進

5-1.「西部暮らし
の拠点」機能の形
成事業(連携)

図示以外
【計画3】 村内転居の仕組みづくり

3-2.転居元の資産活用と活力維持事業

【計画4】 人材を育む環境づくり

4-2.施設周辺の環境整
備事業

【計画5】 暮らしサポートの推進

5-1.「西部暮らしの拠点」
機能の形成事業

《郷(まち)づくりのコンセプト》 「地域の資源を活かした」産業・観光・移住拠点を創出する

ヘリポート

H

図示以外
【計画11】 再生可能エネルギーと地域デジタル化への取り組み



【計画1】 「匠の聚」を核とした集落づくり 東川産業創造ゾーン

事業のイメージ
＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞ 事業の進め方

波津集落の活性化
• 「匠の聚」の立地を活かし、集落内の低未利用の土地・建物の有効活用によって「仕事

のできる場と暮らし」を提供し、アーティスト・デザイナー等の創造的な人材を受入れ、波津
集落の活力維持・活性化につなげる。

• 移住・定住、中・長期滞在、短期利用など様々な滞在ニーズに対応して、多様な選択
肢を用意する。

 「匠の聚」等との交流連携
• 様々な創造的人材と、「匠の聚」をはじめとする各種施設・機能、人材、集落等との間で

の交流・連携を促し、村全体の産業や暮らしの高度化・高付加価値化等に役立てる。
• ここで生まれる「関係人口」に対して各集落の物件・人材を紹介するなど、村内での転

居・活動機会を提供し、「活動人口」として根付かせるスキームづくりを検討する。
• 地域資源を活用した作品等のＰＲ・販売イベントの開催や体験教室を開催。

◎ 「匠の聚」近隣集落（波津）の持続可能性の向上
 集落人口の維持、コミュニティ活性化
 「匠の聚」の立地ポテンシャルを活かした新たなライフスタイル・モ

デルの構築と発信
 アーティスト・イン・レジデンスなど新たな取組みへの発展可能性

◎ 創造的な人材の受入れによる相乗効果
 村内転居等のシステムにより、創造的な人材を村全体でシェア
 他の集落（転居先）における空き家活用・人口対策などの

施策への展開
 アーティストやデザイナー等の発想法・思考法による、従来には

ない機能や仕事が生み出される土壌形成

＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 住民・所有者等との意見交換・
意識醸成

 アーティスト等を活用した村づくり
（全体スキーム）、誘致対象
層の検討

 事業スキームの検討
• 利活用可能な資産の調査・

調整
• 可能なところから試行・検証

に着手

 スキームの本格運用（アーティス
ト等の受入れの促進）

 村全体での受け皿となり得る各
集落の資産整理、受入れ体制
づくり

 新陳代謝の促進
• 村内転居・異動等の誘導・

円滑化
• 新規の受入れ 11

匠の聚

波津集落の活性化

 アート系、IT系、建築系、服飾系など幅広い分野、アーティスト・デザイナーをはじめプランナー、
マーケッター、企画・編集者、文筆家など多様な職種において、今後の村づくりに有用な『創
造的な人材』を誘致する仕組みをつくる。

 フリーランスや、働き方改革等によって生活や仕事に関する場所・時間の自由度が高い人材
をターゲットとして“暮らし” を受入れ、村内外の人々の出会いとつながりの機会を演出する。

木匠館

木工センター

域内の交流連携

域外との交流連携

アーティスト等の居住・滞在・活
動を受入れる環境の整備

多様な関係性
を築き､活かす



【計画2】 源流アカデミー構想の推進 東川産業創造ゾーン

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞ 事業の進め方

木工センター（吉
野杉工房）

森林の管理・保全に携わる育林技術者、林業・木材業や関連産業の担い手などを育
成する「源流アカデミー構想」を推進し、基幹産業をはじめとする地域産業の持続性・
発展性の獲得につなげる。

既存産業の高付加価値化や新しい仕事・事業の創発などに資する人材・機会・アイ
デア等を輩出することで、村全体の「村外から稼ぐ力」を強める。

人材教育 デザイン研究

講義室（セミナー）
実習室
（ワークショップ）
多目的ホール
短期滞在施設

ライブラリー（資料・
データベース）

ミーティングルーム
制作・編集スタジオ
ギャラリー

村内外からの受講者
（熱意、社会的意義）

村内外からの知恵・思考・ノウハウ
（大学・事業者・アーティスト等）

県のフォレスター・
アカデミーと連携し
た林業・木材業・環
境教育の場

価値創造の源泉と
なる「総合的なデ
ザイン」の重要性

担い手人材
インキュベーション

広義のデザイン
企画・アイデア等

◎ 村内事業所における若手人材の採用・定着
 地域産業の担い手の確保
 事業経営の安定化、拡張・革新
 事業の承継

◎ 川上村発の製品・商品の高付加価値化
 最終ユーザー向けの「売れる」商品の開発（観光土

産・ギフト商品等の開発、ライフスタイル産業化）
 企業・事業者の売上・収益、雇用者等の所得の向上
 川上産品の発信を通じた地域ブランド力の向上（認知

度・魅力度・イメージ想起力など）

＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 「フォレスター・アカデミー構想」の進捗に
応じた連携内容等の協議・調整

 村独自のカリキュラムや構成要素の企
画・機能構築

 事業方式等の検討
• 既存建物の活用可能性等の判断
• 受入れ人数に応じた宿舎等の検討
• 官民連携手法の導入可能性調査
• 運営体制の検討

 施設整備、体制構築
 運営開始

 デザインの導入、浸透・活用の推進
• 事業所等の研修受け入れ、一般向け

公開講座等の開催
• デザインの力を活かした多様なアイデア

創出、新事業・新商品開発の促進
 「源流アカデミー」修了生のキャリアサポート

12

産業創造複合施設として木匠館を再整備する。
新たな機能を多面的に活用しながら運営していくことで、地域産業全体の課題解決や

高度化など新しい展開に役立てる。

地域産業の振興

視点１ 視点２

アウトプット

インプット

「匠の聚」との
デザイン交流

「川上さぷり」
との連携

源
流
ア
カ
デ
ミ
ー

木匠館の再整備
（産業創造複合施設）

連携による木工
関連の教育・イ
ンキュベーション
機能の構築

多様な関係性
を築き､活かす



西河暮らし・交流拠点【計画3】 村内転居の仕組みづくり

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞

村外と交流しやすい（都市部などに通勤・通学も可能な）立地
条件を活かし、旧若竹寮跡地において、村内外のファミリーが家族
そろって長く暮らしつづけることのできる環境を形成する。

◎ 西河地内における「保育園並びに義務教育学校施設」の整備と
合わせた一体的な「ひとの育つ環境」の実現
 小さな子どもを持った若いファミリー世帯の居住促進による、地

域の人口構成のバランス改善
 村内で従業する若手人材（親世代）等の居住継続

◎ 川上村で生まれ育った子どもたちが、少しでも長く村内で生活し、
村や人々と関わる機会を持つことの意義
 進学や就職などで村外に出ることになったとしても、村への愛

着・誇り、村民の一人としての意識（シビックプライド）を持ちつ
づける

事業の進め方

＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 県との調整／用地取得
（既存建物の解体）

 事業化に向けた調査
• 事業手法の検討（官民連携

手法の導入可能性調査等）
• 対象層・マーケットニーズの把握、

意向の反映
• 入居の仕組み・ルール等の整理

 設計・着工（1期⇒2期展開）

 入居開始（1期⇒2期展開）

 暮しつづけるためのサポート策の
検討（村外通学の支援など）

 転居元の資産活用
• 集落維持のための有効な

活用方策（移住トライアル、
アーティスト等の転居先などとして）

 需要判断に基づく事業拡大
（第２弾住宅供給）などの検討 13

旧若竹寮跡地の活用（ファミ
リー向け賃貸住宅の整備）

交差点改良
（安全性の向上）

ひとと暮らし
を守り、育む

吉野高校旧西河寄宿舎（若竹寮）跡地を村で取得し、村内
外からの移住者を対象とした定住促進住宅を整備・供給する。
• 特に、東部地区などに居住する世帯が、子どもの高校進学など

を機とした村からの転出を考えなくてもすむように、村内での居
住継続の選択肢となり得る居住環境を提供する。

• 村外移住者だけ、又は村内移住者だけではコミュニティの固定
化を進めてしまい、地域内の交流が生まれにくい。このため、村
内外双方で構成されるより良い地域コミュティの形成をめざす。

村道西河大滝線（五社トンネル抗口交差点）交差点改良
• 安全性の向上を図る。

他の計画・施策と連携した仕組みづくり
• 当該住宅に転居する人たちの「元の住宅」等を資産として有効

活用し、集落の活性化につながる仕組みをつくる。
 「計画1」や「計画5」から生まれる関係人口・交流人口の

移住・転居・活動の場としての利活用など



西河暮らし・交流拠点【計画4】 人材を育む環境づくり

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

子どもたちの「ふるさと」に対する意識を高めつつ、これからの時代の変化にも的確
に対応できる学力・人間性・心などを育む。

子育て世代の負担を少しでも軽減し、村での生活を楽しく、豊かなものとする。

保育園並びに義務教育学校施設整備事業
• 保・小・中の12年間を通して、心身ともに優れた子どもたちの育成を図るため

の施設整備を推進する。

施設周辺の環境整備
• 子どもたちの登下校・送迎等における安全性を確保するため、国道169号か

らのアクセス路の整備（宮前橋の更新、歩道橋の更新等）を図る。
• 地域住民等にも開かれた教育施設としての機能のあり方を検討すると共に、

白倉会館の活用をはじめとする周辺地域と連携した機能発揮を目指す。

西河暮らし・交流拠点【計画5】 暮らしサポートの推進

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞

西部地区（東川・西河・大滝等）の住民が気軽に集い、交流したりするコミュニ
ティの中心となる機能を整備し、住民の暮らしの相談・要望を受けたり、地域の
課題に対して関係者が対策を講じたりできる活動の拠点を形成する。

 「計画6.にぎわい拠点づくり」とも連携し、新設される保育園並びに義務教育学
校施設や白倉会館などを利活用して、子どもから大人までの「居場所」となり、住
民向けサービス等の提供される西部地区版「小さな拠点」を形成する。

◎ 保育園並びに義務教育学校施設との連動
 子どもたちと地域住民等とのふれあい・交流が深まる環境の形成

◎ 川上らしい地域包括ケアシステムの展開
 住民が出向き、情報交流する「居場所」ができ、地域ぐるみのサポート体制が

強化されるなど、西部地区における住民福祉の向上に寄与

事業の進め方
＜当面の取組み＞

＜中・長期的展開＞

 保育園並びに義務教育学校施設整備事業の推進
• 教育施設の整備推進
• アクセス整備の検討・具体化
• 白倉会館の活用の方向づけ、機能連携方策の検討

 西部地区コミュニティの中心性を担う機能の構築・運用
（教育施設や白倉会館の活用、計画6との連携）

 施設を活かした住民向けサービスの提供
• 行政サービスの提供
• 民間との連携による機能充実

 拠点を活かした村民の自律的な活動の促進（支援） 14

保育園並びに義務教
育学校施設の整備

白倉会館の活用

機能連携、安全対策

ア ク セ ス整備
（宮前橋及び歩
道橋の更新等）

ひとと暮らし
を守り、育む

ひとと暮らしを守り、育む



西河暮らし・交流拠点【計画6】 にぎわい拠点づくり

事業のイメージ
＜目的・ねらい＞

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞

西部地区の物
流拠点、商社
機能等の整備

複合交流施設の
建設

村外と交流しやすい（都市部などから訪れやすい）立地条件を活かし、来た人
が地域とつながる（住民が村外の人と交流する）ことのできる空間を形成する。

東部地区で展開している「暮らしがつづく集落づくりプロジェクト」の西部地区版と
して、ビジネスの視点も取り入れた「仕組み」と「活動の場」をつくる。

複合交流施設の整備（林業資料館跡地及び周辺環境の整備）

中学・高校生の自習
デスクワーク（モバイルワーク）
ミーティング
各種イベント

ゲストハウス
機能

コワーキング
スペース付き
集会施設

テナント
（外部資本／起業等）

若者向け
共同住宅

村外からの通勤者（一時的）
合宿、中長期レジデンス
バックパッカー、観光客（宿泊）

村外からの移住者
（従業者、起業希

望者等）

飲食
コンビニ（物販）
生活サービス

物流拠点機能の整備（旧観光案内所の活用等）
• 「かわかみらいふ号」の西部地区における活動拠点（物流拠点）とし

ての機能を整備する。
 「計画5.暮らしサポートの推進」とも連携し、住民の暮らしを支える

「小さな拠点」としての機能を発揮

地域商社としての機能を担い、経済的にも豊かな暮らしを支える。
• 村内事業者との連携、起業・事業承継等の支援、川上メイドの商品

などの販促・マーケティング、域外経済圏との交流、雇用創出など

村道西河大滝線（五社トンネル抗口交差点）交差点改良(再掲）
• 安全性の向上を図る。

◎ 新たな移住者や交流人口等と村の住民との融合
 村外からの刺激を受けたり、自らの成長のための気づきを得たりでき

る機会（出会いがあり、つながりのできる場）
 価値観を共有するコミュニティが形成され、自律的な活動が生まれる

◎ 観光（宿泊）面での機能充実
 ゲストハウス機能による村全体の宿泊バリエーションの多様性の確保

事業の進め方
＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 物流拠点の設備等の整備
 西部地区の交流と暮らしサポート

を担う組織設立の検討
 複合交流施設の調査・検討

• 需要等の把握、基本計画の
作成

• 官民連携手法の導入可能性
• 施設設計⇒工事

 複合交流施設の運営
 組織の機能化の検討（中期経営

計画による自立、資金循環）

 西部地区をはじめとする川上村全
体の「稼ぐ力」の強化
• 市場とつながる商社機能の発揮
• 「外からの稼ぎ（利益）」を住

民向けサービス提供として還元
15

民間事業者と連携した地
域の交流サポート（コミュ
ニティカフェ機能）

旧観光
案内所

林業資料館
跡地

連携による
「小さな拠点」
機能の発揮

交流・連携で価値
を創り、広げる

交差点改良
（安全性の向上）



【計画7】 大滝集落の水辺整備

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

事業の進め方

大滝観光拠点

国道169号における歩
行者の安全確保（回
遊・滞在の促進）

SS跡地の整備・活用
・停車スペース、磨崖碑

ビュースポットの整備
・ 地域の 物語性 （ 土倉

翁）の発信・ガイダンス

水や歴史に親しめる空間整備の検討
（リバーサイド・プロジェクト）

観光地としての川上村や、土倉翁をはじめとする資源が、一
般的にあまり広くは知られていないとの前提に立ち、新たな観
光市場の開拓・需要の創造を図る。

 「計画8.大滝ダムの周辺整備」と連携し、一体化された「大滝
観光」（水辺観光）として、観光客の回遊・滞在を促進する。

＜事業内容の考え方＞

＜期待する効果＞

土倉翁を核とした拠点空間整備
• SS跡地の整備・活用を推進する。
 停車スペースの確保、磨崖碑のビュースポットとして、土

倉翁関連情報の発信（サイン整備）
• 国道169号における歩行者（観光客）の安全性を確保

する（滞留・回遊しやすい環境の整備）。

吉野川沿いの水辺空間整備（リバーサイド・プロジェクト）
• 吉野川の水辺を活かした空間整備を検討する。
 水や歴史に親しみ、散策等を楽しめる（水辺動線）

• 管理用道路の観光活用の可能性を検討する。
 大滝集落からダイナミック広場へ至る吉野川沿いを散

策可能な道として、観光客への開放を促進

◎ 住民の地域への愛着・誇りの醸成
 認知度を高め、外部から評価されることで地域の価値を再確認

◎ 「大滝ダム観光拠点」と一体となった観光ビジネスの充実
 通過交通の観光客化、移住への一歩ともなる関係人口の増加
 観光客向けの仕事を通じたアクティブシニアの生きがい創出

＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 SS跡地等の整備の推進、運用体
制等の検討・準備

 川上村観光のビジョン構築（西部
地区の位置づけ、共通認識化）

 関係者との調整、「大滝ダム観光
拠点」との連携の具体化
• 地区関係者との合意形成
• 関 係 機 関 （ 国 、 電 力 会 社

等）との調整、具体化・実現
化に向けた条件整備

 「大滝観光」の確立に向けた推進
体制の構築

 観光動線の実現と多様な観光連
携（エコツーリズム、インフラツーリズ
ム、産業観光、広域観光等）

 民間主体による収益性のある観光
ビジネス展開（観光サービスの起
業、ツアー商品の拡充等）

16

「大滝ダム観光拠点」との連携
・管理用道路の活用
・水辺動線の整備等

土倉翁屋敷
跡（土倉庄
三郎銅像）

土倉翁造林頌徳
記念岸壁碑文

割滝

大滝観光拠点

大滝ダム観光拠点

ダイナミック広場

管理用道路の活用

水辺動線の整備

川上の魅力を磨き、
接点を増やす



 「大滝観光」の確立に向けた推進
体制の構築

 観光動線の実現と多様な観光連
携（湖面利用、エコツーリズム、イ
ンフラツーリズム、産業観光、広域
観光等）

 民間主体による収益性のある観光
ビジネス展開（観光サービスの起
業、ツアー商品の拡充等）

【計画8】 大滝ダムの周辺整備

事業のイメージ
＜目的・ねらい＞

＜期待する効果＞

事業の進め方

大滝ダム観光拠点

垂直方向の移動
円滑化策の検討

 インフラ（大滝ダム関連施設）の魅力を観光コンテンツとしていっそう磨き
上げ、集客資源として積極的な活用を図る。

＜事業内容の考え方＞

大滝ダムを核とした環境整備
• 学べる防災ステーション駐車場と周辺の再整備
 展望広場の整備、サイン設置、修景整備等
 学べる防災ステーションへ至る歩行者路の整備、大杉の塔や展望

デッキなど既存施設の利活用等
• ダムサイト左岸広場の整備
 トイレ、ベンチ、サイン等の整備

• 大津古進入路付近のサイン等の整備（右図外）

吉野川沿いの水辺空間整備（管理用道路の観光活用）と連携し、ダ
イナミック広場の観光客向け常時開放を促進する。
• 壮大な堤体を下から見上げることで、圧巻の景観を楽しめるとともに、

ダムと地域の歴史・役割などへの関心を呼び起こす場とする。
• ダイナミック広場と学べる防災ステーションを結ぶ垂直移動の円滑化

（堤内エレベーターの効果的な活用等）。

◎ 「大滝観光拠点」と一体となった観光ビジネスの充実
 通過交通の観光客化、移住への一歩ともなる関係人口の増加
 観光客向けの仕事を通じたアクティブシニアの生きがい創出

◎ 水源地・川上村の認知度の向上
 訪問目的地としての認識・ポジショニング
 大滝ダムへ立ち寄る機会と人の増加により、都市部住民等が

川上村の環境をジブンゴトとして意識化

＜当面の取組み＞ ＜中・長期的展開＞

 環境整備のための実施設計、
工事着手

 川上村観光のビジョン構築
（西部地区の位置づけ、共
通認識化）

 関係機関（国・警察・電力
会社等）との協議・調整
• 管理体制の構築
• 順次、実行着手

 「大滝観光拠点」との連携に
向けた企画・調整 17

「大滝観光拠点」との連携
・管理用道路の活用
・水辺動線の整備等

学べる防災ステーション

大滝ダム

ダイナミック
広場の開放

ダムサイト左岸
広場の整備

植栽整備

学べる防災ステーショ
ン駐車場と周辺整備

大杉の塔展望デッキ

【計画9】 観光コンテンツの創出・活用

 エコツーリズムやインフラツーリズム等との連携による観光振興
• 拠点整備と合わせて、村内の様々な地域資源の発掘・

活用・ネットワーク化を進め、地域や分野、担い手などが
横断的に連携して、新しい観光コンテンツを創り出す。

全域

川上の魅力を磨き、
接点を増やす

川上の魅力
を磨き、接
点を増やす



国道169号から産業創造ゾーンへのアクセス向上を図る
• 車道幅員の拡幅、待避所の設置、路肩確保による安全性向上

インフラの整備【計画10】 国道169号から産業創造ゾーンへのアクセス向上

事業のイメージ

＜目的・ねらい＞

＜期待する効果＞

＜事業内容の考え方＞

18

川上さぷり
（川上産吉野材販
売促進協同組合）

木工センター
（吉野杉工房）

川上村森林組合
林業総合センター

友遊橋
（人道橋）

住吉橋

鎧掛橋

匠の聚

木匠館

基盤を整え、
活動を支える

 「産業創造ゾーン」として「にぎわいと仕事」を生み出すことが求められる東川地域を
中心に、物流トラックや観光バス等の大型車両がストレスなく安全に通行できる環境を
整備し、西部地区全体の産業・経済活動の活発化を促進。

災害等により通行が困難になった場合でも、村民が安心して生活や事業をつづけられるよう、アクセス向上を図る。

事業の進め方

＜当面の取組み＞

 関係機関（道路・河川等）との協議・調整
 沿道環境の調査等

• 課題設定、対応の方向づけ
• 権利者等との調整
• 景観整備の推進

 対応方針の決定、基本計画の策定、用地確保等

＜中・長期的展開＞

 事業化に向けた調整
（整備主体・事業手法・役割分担等の検討）
 設計・施工～供用開始
 維持管理、景観・安全対策等の充実

【計画1１】 再生可能エネルギーと地域デジタル化への取り組み その他 地域全域

◆再生可能エネルギーへの取り組みの研究
・小水力発電やバイオマス発電事業等の推進・研究

◆デジタルを活用した情報提供体制の充実
・村ホームページのさらなる充実とともに、村内のFTTH（光ファイバー）方式による高速通信環境を用いたケーブルテレビでの自治体放送による情報提供の実施。
また、携帯電話のアプリを活用した防災や行政、生活情報など、住民に身近な情報提供を図る、また次世代通信技術（5Gなど)を活用したデジタル社会の準備を行う。

国道169号から産業創造ゾーンへのアクセス向上
・車道幅員の拡幅、路肩の確保
・待避所の設置、整備・充実
・桜並木の管理、植栽による景観整備

◎ 暮らしつづけられる環境の実現
 平時はもとより、自然災害発生時や緊急時にも迅速に対応できることでの、

村での暮らしの安全性・安心感の向上

◎ 地域経済・産業の振興
 村の経済を支える事業所や観光資源等の立地条件が高まることによる、

拠点施設や事業所活動の活発化
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７. KPIの設定

長期的な目標像

既存施設の整備・
強化による、域内で
生産性の高い仕事
を生み出す『産業創
造ゾーン』の形成

目標達成のための
項目（事業目的）

 アーティスト等の
創造的な人材の
誘致

 人材の多面的な
活用

 事業の承継・創
発等に資する人
材の育成

主要事業・取組み

 波津集落活性化事業
• 仕事のできる場と暮らしの提供

 「匠の聚」交流・連携促進
• 分野・領域を超えた交流・連携

 木匠館再整備事業
• 源流アカデミーの整備・運営

評価指標 KPI
（令和６年度）

 アーティスト等の新規移住者数

 連携プロジェクト創発案件数

 新施設利用者数

 アカデミー修了生の地元就業率

産業と観光、暮らし
を結び、「村外から稼
ぐ力づくり」を支える
『交通・物流ネット
ワーク』の形成

 物流トラックや
観光バス等が
安 全 ・ 円 滑 に
通 行 で き る 環
境（アクセス）
整備

 幹線道路を補
完する道路機
能の充実（生
活・事業活動
の継続性の確
保）

 国道169号から産業創造ゾーン
へのアクセス向上

・車道幅員の拡幅、待避所の設置

路肩確保による安全性向上

 トラック・バス等の通行量

 中井渓谷の観光入込客数

 交通事故発生件数

 所要時間の短縮率

 災害時等の交通分断解消

担い手人材を育み、
多様なコミュニティづく
りを促す『暮らし・交
流拠点』の形成

 村内で家族が暮
らし続けることので
きる条件整備

 子どもたちの育成
と子育て世代の
負担軽減

 多様な人材の交
流する機会の創
出

 楽しく、豊かに暮
らすことのできる
環境の形成

 家族向け住宅整備等
• 村外流出抑止（村内外からの移

住促進）、転居元集落活力維持

 保育園並びに義務教育学校施
設整備事業、周辺の環境整備
• 12年間を通じた心身育成

 「西部暮らしの拠点」機能の形成
• 子どもから大人までの「居場所」づく

り、地域ぐるみサポート

 にぎわい拠点づくり
• 複合交流施設、物流拠点施設、

地域商社機能

 西河地区の世帯数・人口

 村全体の人口
（地区別、年齢別構成等）

 児童生徒数

 施設・サービスの利用者数

 村外からの利用者数

 住民の利用者数

 村外での地場産品等の売上高

＋5世帯・15人

4,000人（施設/
年）

延利用人数
460人/年

延利用人数
5,400人/年

地域の魅力をアピー
ルする２つの『観光
拠点』の育成・強化
と、拠点間のネット
ワーク化

 歴史や環境を活
かした新たな観
光市場の開拓、
需要の創造

 吉野川を活かし
た魅力づけ

 土倉翁を核とした拠点空間整備
• 滞留促進と情報発信

 大滝ダムを核とした環境整備
• ダム周辺の魅力・アクセスの向上

 エコツーリズム、インフラツーリズム
等との連携による観光振興

 吉野川沿いの水辺空間整備
• 集客・滞在・回遊の促進

 立ち寄り客数（拠点、ダム）

 ガイド利用件数

 観光土産の開発数・販売数

 学べる防災ステーション利用者数

 村全体の観光入込客数

 旅行商品等開発件数

 水辺や広場でのイベント件数

10,000人（ビュー
スポット/年）
100件（年）

５品目（開発）

33,000人（年）

課題に対応する
基本方針

西部地区ならで
はの「小さな拠
点」機能の形成

多様なニーズに
応じた住まいの
整備・供給

地域コミュニティ
支援等の展開

起業やイノベー
ションを支える環
境の形成

観光価値の創
出と回遊動線の
魅力化

交通・物流ネッ
トワークの改善・
強化

人材の誘致、人
材の教育・養成
の形成


